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 (2) デカポリス地方およびアラビア地方
の碑文研究を進めるために、ヘブライ語を含
む西セム語系の碑文史料のデータベースを
作成している。 

１．研究計画の概要 
本研究はユダヤ教,キリスト教,イスラム教
における-神観につき,比較宗教史的観点か
ら探求するものである。以下の四つの側面か
ら実証的総合研究を行う。  

(3) 西アジアに展開した初期キリスト教世
界観の成立経緯を宗教史的に解明。初期キリ
スト教の終末論的世界観の成立に関して、初
期キリスト教伝道者であったパウロの足跡
を辿り、キリスト教がローマ世界に伝播した
歴史地理的条件などを調査した。また、イス
ラム教成立以前の一神教運動ハニーフに関
する先行資料を検討した。 

 
(1) 古代ユダヤ教における一神教成立の解
明。北イスラエルの都市遺跡の発掘調査を実
施し、カナアン時代からイスラエル時代に至
る文化的変遷を解明し、古代ユダヤ教成立を
実証的に明らかにする。 
 
(2) デカポリス地方に残るユダヤ教および
キリスト教、さらに周辺の遊牧民社会の残し
た考古資料と文献資料の調査に基づき、イス
ラム教成立以前のアラビア半島の神観の諸
相を明らかにする。 

 
(4) 日本における一神教導入に関連し、伊
勢神宮訪問、「隠れキリシタン」の資料調査
を行った。一神教と多神教の問題に関する共
同研究を実施し、それぞれの成果を共同研究
会で発表し、一神教成立の学説史ならびに一
神教概念自体の問題点に関する意見交換を
行い、情報の共有化を図った。 

 
(3) 西アジアに展開した初期キリスト教の
世界観の成立経緯を宗教史的に解明する。 
 

 (4) 古代メソポタミア、古代エジプト、さ
らにインド、中国、日本などにみられる単一
神性論の探求を進め、「多神教対一神教」と
いう理解の枠組み自体を再検討する。 

３．現在までの達成度 
①当初の計画以上に進展している。 
（理由） 

 研究（1）のテル・レヘシュ遺跡における
発掘調査において、予想以上の成果が上がっ
ている。これは宗教的性格を持つと思われる
遺構が検出されたためであり、後期青銅器時
代から初期鉄器時代という古代イスラエル
における一神教成立に重要であった時代の
宗教の性格について極めて実証性の高い研
究を行うことができている。 

 
２．研究の進捗状況 
(1) 2007年度から2009年度まで合計3シー
ズンの発掘調査をテル・レヘシュ遺跡で行っ
た。後期青銅器時代から初期鉄器時代への物
質文化の継続性が確認されるとともに、生命
の木の図像が刻まれた土器片、儀式用と思わ
れる土製人面、香炉台などの出土した宗教的
遺構が検出されている。  



４．今後の研究の推進方策 
（1） 今年度 8 月に、テル・レヘシュ遺跡
の最後の発掘調査を行い、これまで部分的に
検出されている宗教的性格を持つ遺構をさ
らに掘り進め、その全貌解明に迫る。成果は
8 月にトロントで開催される国際宗教史学会
において「古代ガリラヤ地方における物質文
化の宗教的側面」と題して研究代表者・分担
者・協力者 5名によるパネル発表を行う。 
 
（2）サファ語碑文のデータベース化を推進
する。 
 
（3）今年度 9 月に研究分担者佐藤研氏を中
心としたシンポジウムを企画する。 
 
（4）今年度 2回ほど研究会を開催し、過去 4
年間の研究のまとめとする。 
 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
 
〔雑誌論文〕（計 25 件） 
①月本昭男、Peace for the Dead, or Kispu(m) 
Again、Orient 45 巻、（2010）、101-109、査
読有 
 
② 鎌 田 繁 、 Transmigration of Soul 
(tanasukh) in Shaykh al-Mufid and Mulla 
Sadra,、Orient 44 巻、105-119（2009）、査
読有 
 
③月本昭男、古代メソポタミアにおける死生
観と死者儀礼、西アジア考古学 第 8号、 1-10 
(2007)、査読有 
 
〔学会発表〕（計 7件） 
①月本昭男、下ガリラヤ・テル・レヘシュ遺
跡発掘調査報告、立教大学キリスト教学会、
2009 年 5 月 30 日、立教大学 
 
〔図書〕（計 11 件） 
①月本昭男、岩波書店、古代メソポタミアの
神話と儀礼、2010、392 頁 
 


